
４.今後の予定

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

令和2年度 第12回検討会 説明資料 38



ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

■4-1 検討会及び部会のスケジュール①
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今後のスケジュールを示す。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31・R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

実施スケ
ジュール

環境モニ
タリング
調査

検討会・
部会

橋梁設計橋梁設計 下部工施工下部工施工

上部工施工上部工施工

供用開始予定供用開始予定

計画計画 事前調査事前調査

■H26.8月：モニタリング調査計画の決定、橋梁設計の方針

■H27.4月：橋梁設計の報告（景観の検討結果を含む）

■H28.8月：事前調査結果の報告

■H29.8月：工事中調査結果の報告（H28年度分）

■H26.5月：モニタリング調査計画の策定

■H27.10月：工事中調査計画の確認

事前調査の中間報告

工事中調査工事中調査

上部工事後調査予定(2年間)上部工事後調査予定(2年間)

下部工事後調査予定(2年間)下部工事後調査予定(2年間)

調査・計画段階

工事中調査

工事後調査

11月

■H25.8月：検討会の設立趣旨、進め方等

■H25.9月：道路構造検討方針の決定

■H25.10月：橋梁形式の検討

■H25.12月：橋梁形式案に対する環境側面からの評価

■H26.1月：環境保全対策(原案)の策定

■H26.3月：環境保全対策の決定

※鳥類調査：平成25年5月,11月,平成26年1月,3月,4月,5月
底生生物調査：平成25年6月 フジノハナガイ調査：平成26年1月
流向・流速観測：平成25年5月,6月にそれぞれ実施

環境保全
対策の検討
環境保全

対策の検討

■：検討会
■：環境部会
■：橋梁部会

■H26.12月：一般の方々の生物観察データの募集

■H27.3月：事前調査（速報）、調査計画のブラッシュアップ

■H27.10月：事前調査の中間報告、調査計画のブラッシュアップ

■H30.9月：工事中調査結果の報告（H29年度分）

11月 ▼

▼

■H29.6月：橋梁詳細設計結果の報告（WG）

桁架設工完了予定

舗装等

R2.5.1下部工完了

■H30.4月：出水期施工の確認

予備調査予備調査

事前調査

■R1.10月：工事中調査結果の報告（H30年度分）

工事中調査結果の報告（R2年度分）：■R3.10月頃

下部工事後調査結果の報告

■R1.7月：現地検討会の実施

■R2.10月：工事中調査結果の報告（H31年度分）

上・下部工事後調査結果の報告：R4.10月頃■

上・下部工事後調査結果の報告：R5.10月頃■

←★本日



■4-2 検討会及び部会のスケジュール②
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平成26年度の検討会および部会の進め方を以下に示す。今後の検討会および部会の進め方を以下に示す。次回は、令和2年10月頃に第12回検討会の開催を予定している。平成26年度の検討会および部会の進め方を以下に示す。

令和２年度 令和３年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

工事及び
環境モニ
タリング
調査

検討会

環境部会 ※環境モニタリング調査については、
適宜、各委員に確認する。

※検討課題が生じた場合に、随時開催する。

橋梁部会 ※環境モニタリング調査については、
適宜、各委員に確認する

※検討課題が生じた場合に、随時開催する。
■R元.7.23 第1回現地検討会 ⇒ 第2回以降は、現場進捗に応じて適宜開催の予定。
■第２回橋梁部会 ⇒ 橋梁付属物等の詳細検討が完了する前段階で開催の予定。

今後の検討会および部会の進め方を以下に示す。次回は、令和3年10月頃に第13回検討会の開催を予定している。

■ 第12回検討会（R2.10月21日）
・工事中調査結果の報告

（H27.11～R2.5）
・工事中・事後調査計画の確認

下部工 工事中調査（H27.11～継続実施）⇒ R2.5.1より事後調査
上部工 工事中調査（H27.11～継続実施）
下部工 工事中調査（H27.11～継続実施）⇒ R2.5.1より事後調査
上部工 工事中調査（H27.11～継続実施）

第５期施工第５期施工 第６期施工第６期施工 第７期施工第７期施工

■ 第13回検討会（R3.10月頃）
・工事中調査結果の報告

（H27.11～R3.5）
・工事中・事後調査計画の確認



■4-3 環境保全対策の継続

対策１：環境保全に配慮した橋梁形式の採用
1-1 上部構造は渡り鳥の飛翔に配慮し、主塔、ケーブルのない桁橋を採用しました。
1-2 橋梁整備では下部工施工時の浚渫と比較して、上部工架設時に台船を用いると浚渫が大規

模になることから、河床浚渫が生じない架設方法による橋梁形式を採用しました。
1-3 下部工(橋脚)による流況への影響が少なくなるように、橋脚数を減らしました。

※その他の環境保全への配慮として、ルイスハンミョウの回廊(移動経路)については、橋梁構造のため妨げに
なりにくく、施工時にも空間を確保するよう配慮します。

対策２：工事中の環境保全対策
2-1 工事中は水質汚濁、騒音や振動の対策を実施します。
2-2 浚渫土砂は、影響の少ない処理方法を検討します。

対策３：環境モニタリング調査の実施
3-1 橋梁整備による水の汚れや騒音・振動と生物への影響を監視します。

環境保全対策（原案）

第２回検討会（平成26年1月16日開催）で決定した環境保全対策（原案）に基づき、引き続き、適切な環境保全対策を進めていく。

※環境保全に配慮した橋梁形式は設計済み

※引き続き、適切に進めていく。

※引き続き、適切に進めていく。
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※杭打ち施工終了に伴い、騒音・振動対策及び調査は終了



■4-4 工事中の環境保全対策 ～水質汚濁対策・浚渫土砂の有効活用～
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実施時期 搬出土量

H29.11～ 約6万㎥
H30.11～ 約19万㎥
R元.11～ 約6万㎥

津田埋立事業への搬出実績

今後の水質汚濁対策は、これまでと同様に作業箇所周辺のみに対策を実施する。また、必要に応じて適切に環境保全対策
を実施していく。さらに、工事で発生した浚渫土砂に関しては公共事業等への有効活用を実施していく。

土運船

汚濁拡散防止枠
グラブ浚渫船 汚濁拡散防止枠

■水質汚濁対策

埋立箇所

■浚渫土砂の有効活用

位置図

浚渫土搬出箇所

今津坂野海岸養浜事業

養浜箇所

実施時期 搬出土量

R2.5～ 約10万㎥

養浜事業への搬出実績

津田埋立事業



■4-5 浚渫及び海上作業に関する調査について ※課題②への対応

浚渫及び海上作業に関連する調査については、
環境モニタリング調査計画とは別に、適宜実施する予定とします。
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橋脚完成後の浚渫及び海上作業に関する環境モニタリング調査については。以下の通りとします。

■適宜実施を予定する調査

調査項目 調査内容

水質調査 ・浚渫を行う場合の工事稼働日調査を適宜実施
・海上作業を踏まえた海苔養殖場近傍調査を適宜実施

地形調査 ・現在の河口全体ではなく、渡河部周辺の深浅測量のみを実施

底生生物・底質調査 ・現在も実施している浚渫箇所4地点の潮下帯定量調査を実施



今後の環境モニタリング調査の概略を以下に示す。

※鳥類調査の事後調査は、橋桁が完成してから2年間、鳥類調査以外の事後調査は橋脚が完成してから2年間実施する。

調査
項目

目的
調査内容の概要

調査名 工事前 工事中 工事後 浚渫及び海上作業に伴い適宜実施

水質
橋梁施工に伴う、周辺
水域に及ぼす水質汚濁
を監視する。

定期水質調査 終了 終了 実施中、R4.3まで実施を予定 —

工事稼働日調査 終了 終了 —
橋脚完成後は、海上作業（柱頭部上部工施工時
など）の実施状況に応じて、適宜、実施する。

海苔養殖場近傍調査 終了 終了 実施中、R4.3まで実施を予定
海上作業の実施状況に応じて、橋脚完成後の流
向・流速計等の計器の設置については、適宜、
実施する。

地形

橋脚の存在による流況
変化に伴う、地形変化
を監視する。

深浅測量 終了 終了 実施中、R3.10まで実施を予定 —

干潟地形測量 終了 終了 実施中、R3.10まで実施を予定 —

浚渫箇所の埋め戻しに
よる地形変化を監視す
る。

浚渫箇所地形測量 終了 終了 —
上部工整備のための浚渫の実施状況に応じて、
適宜、実施する。

底生生物
・

底質

橋脚の存在に伴う地形
変化により、吉野川渡
河部の底生生物の生
息・生育環境とその生
息・生育状況の変化を
監視する。

潮下帯定量調査 終了 終了 実施中、R3.10まで実施を予定
上部工整備のための浚渫の実施状況に応じて、
浚渫箇所の4地点を対象に適宜、実施する。

潮間帯定量調査 終了 終了 実施中、R3.10まで実施を予定 —

付着生物調査 終了 終了 実施中、R3.10まで実施を予定 —

鳥類
橋梁の存在に伴うシ
ギ・チドリ類の飛来状
況の変化を監視する。

飛翔状況調査 終了 実施中
橋桁完成後より移行し、
R5.5まで実施を予定

—

生息状況調査 終了 実施中
橋桁完成後より移行し、
R5.5まで実施を予定

—

魚類
橋脚の存在に伴う魚類
の生息状況の変化を監
視する。

・魚類調査 終了 終了 実施中、R3.10まで実施を予定 —

■4-6 環境モニタリング調査の概略
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※データ整理

第11回検討会
(10月)

■4-7 環境モニタリング調査結果の公表について

※データ整理 繰
り
返
し

※環境モニタリング調査については、適宜各委員に確認する。検討課題が生じた場合に、環境部会を随時開催する。

環境モニタリング調査結果の公表は以下とする。
①調査結果の確報は、検討会で確認された後、 NEXCO西日本HPより公表していくことを基本とする。

⇒公表の内容は、調査結果のデータや、調査結果を踏まえた各種検討事項に関すること等。
②個別の調査の実施状況と工事の進捗状況は、NEXCO西日本HPより四半期に1回程度で公表していく。

⇒公表の内容は、いつ、どんな調査や工事が実施され、今後どういう予定であるのか等。

※公表済み

※調査

※調査（H27.11～H29.5）

※公表済み

※公表済み

事前調査
(H26.9～H27.10)

工事中調査①
(H27.11～H28.10)

工事中調査②
(H28.11～H29.10)

工事中調査③(
H29.11～H30.10)

第7回検討会
(8月)

第8回検討会
(8月)

第10回検討会
(9月)
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※データ整理※調査（H27.11～H30.5）

5月 8月

5月 9月

工事中調査④
(H30.11～R1.10)

※データ整理※調査（H27.11～R1.5）

※公表済み

5月 10月

工事中調査⑤
(R1.11～R2.10)

第12回検討会
(10月)

※データ整理※調査（H27.11～R2.5）

※公表

5月 10月



■4-8 検討会資料概要版の公表について ※課題③への対応

課題③：検討会の資料について、一般向けの分かりやすい取りまとめ資料を作成する。
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本検討会の資料をホームページに公表するときに、
検討会資料の概要版も作成して公表します。

検討会の資料は専門的な内容や用語が多く、
説明資料、参考資料、データ集などを合わせると
毎回の検討会で非常に多くの資料を配布し、後日公表しています。

そのため、本検討会の開催後に会の議題と結果、委員からの意見を含めた
一般向けの分かりやすい概要版を作成します。

なお、概要版は検討会の資料を数ページ程度のコンパクトに
まとめたものを予定しています。



■4-9 環境モニタリング調査結果の公表について
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※NEXCO西日本HPより公開中
調査結果のデータ集をPDFで
ダウンロードできます。

① ②

③

公表アドレス：https://corp.w-nexco.co.jp/activity/open_info/progress/individual/14/

https://corp.w-nexco.co.jp/activity/open_info/progress/individual/14/

